
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2016年11月16日 資源価格の動向 
2016年11月15日 協調減産が焦点となる「OPEC」（グローバル） 

 「リグ」を稼働させるには、数カ月以上の比較的長い

時間や、多額の費用を要します。企業が「リグ」を稼

働させる際には、その「リグ」のコストが中期的な原油

価格を前提として、採算が取れるかを考えることにな

ります。例えば、原油価格が上昇すれば、利幅が増

えることとなります。つまり、「リグ」の増加は、企業が原

油価格に対してより強気な見通しを持っていると見る

こともできます。 

石油「リグ」稼働状況と原油価格（グローバル） 

2016年11月17日 

「リグ」とは、石油や天然ガスの探査・生産のための掘削装置のことで、作業に必要な労働者や機械類を収容

することが出来ます。陸上のみならず、海底油田でも稼働でき、何千メートルといった深さまで掘削することが出

来ます。「リグ」の稼働数は「リグ」カウントと呼ばれ、その動向を知ることは、原油生産企業の原油相場に対する

見方や、今後の原油の供給量の見通しに役立ちます。 

（No.1,948） 
〈マーケットレポートNo5,111〉 

 足元では、「リグ」カウントが増加に転じてきました。今月末のOPEC（石油輸出国機構）の総会を前に、産

油国の間で協調して減産する動きが報道されていますが、「リグ」カウントの増加は減産による原油価格上昇

を期待したものと見ることが出来ます。ただし、「リグ」カウントの増加は、原油供給量の増加につながるため、

今後の原油需要の増加を伴わなければ、原油価格は再び伸び悩むこととなります。世界経済の回復期待に

伴う原油需要の動向と、OPEC総会での協調減産の行方に注目です。 

 「リグ」は、石油や天然ガスの探査・生産のために必要な掘削装置のことで、用途や設置場所によって様々な

種類があります。陸上に設置されるだけではなく、海底油田などで使用される海洋掘削リグは、設置にはひと

つのリグで100億円以上の費用が掛かるものもあります。例えば、海洋掘削リグには、掘削機器などが搭載さ

れたプラットホームにジャッキ装置で上下に動く脚を取り付けた「ジャッキアップ型」、リグを半分ほど水中に沈め

た半潜水状態の「セミサブマーシブル型」、船に掘削機器等を取り付けた「ドリルシップ型」などがあります。こう

した「リグ」が開発されたことで、より深い海中の油田からも石油や天然ガスを掘削することが出来るようになり

ました。 

「リグ」とは？ 
何千メートルも深い地中・海底の石油・天然ガスを掘削することが出来る 

「リグ」カウントは増加傾向、供給量調整で原油価格は伸び悩む？ 

「リグ」カウント動向から分かること 
原油価格や供給量見通しに役立つ 
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